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第 1項 技術専任職を「営業のプロ」と位置付け、各職場に配置すること。 

第２項 駅配属後、「乗務員コース」および「駅コース」の選択制のライ

フサイクルとすること。 

選択制のライフサイクルを提案し

ているが、現行のライフサイクルを

変更する考えはあるのか。 

現時点で現行のライフサイクルを

変えることは考えていない。 

新人事賃金制度により、技術専任職は、今年の 4月 1日に

初めて発令される。初めての発令であり、まだまだ少人数な

ので、現段階では技術継承・人材育成に効果的な箇所に配置

していく。支社の実態に応じて配置を進めていく。 

（乗務員コースでない）駅で継続し

て働くライフサイクルとして提案し

ている！ 

業務を担う核となる人材が必要で

あるという認識はある。 

営業職場の標準数はどれくらい

か。また、大量退職期を迎えるが、

どのように対応していくのか。 

標準数は 12,000人強であり、大量

退職期の対策としては、効率化を進

めて行かなければならないと考えて

いる。 


